
アクリル酸系カルボン酸と種々のアルコールのエステル化反応（フロー反応）

PAFR-II
固体酸触媒

触媒

特長

◆スルホン酸が担持された黒色の固定化触媒

◆バッチ反応で水の除去を行うことなくエステル化を達成

◆回収再使用可能

◆フロー反応で高い収率でエステルが合成可能

種々のアルコールとカルボン酸のエステル化反応（フロー反応）
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＊試薬バルクをご希望の場合はお問い合わせください。

21X00開01J

コードNo. 品名 容量 希望納入価格(円）

162-28971
PAFR-II

【m-Phenolsulfonic Acid Formaldehyde Resin】

1g 23,000

168-28973 5g 80,000

市販のイオン交換樹脂との比較データ (詳細は論文参照)
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＊）本品は理化学研究所よりWO2019/203241の試験研究用途での実施許諾を受けて販売しています。
商用でのご利用は理化学研究所の許諾が必要になります。
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